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始動回路の特徴

巻線形電動機
Y－Δ始動 ﾘｱｸﾄﾙ始動 ｺﾝﾄﾞﾙﾌｧ始動 ｲﾝﾊﾞｰﾀ始動 ２次抵抗始動

V
80%ﾀｯﾌﾟ 　→　0.8V

  65%ﾀｯﾌﾟ 　→　0.65V
50%ﾀｯﾌﾟ　→　0.5V

80%ﾀｯﾌﾟ　→　 0.8V
  65%ﾀｯﾌﾟ 　→　0.65V
50%ﾀｯﾌﾟ 　→　0.5V

－ －

Is（※1）
80%ﾀｯﾌﾟ　→ 　0.8Is

  65%ﾀｯﾌﾟ 　→　0.65Is
50%ﾀｯﾌﾟ 　→　0.5Is

80%ﾀｯﾌﾟ　→　 0.82Is

  65%ﾀｯﾌﾟ  →   0.652Is

50%ﾀｯﾌﾟ　→　 0.52Is

定格出力電流の150%以下に
できる（ｲﾝﾊﾞｰﾀの過負荷電流
定格以下）

定格電流の150%程度

τ
80%ﾀｯﾌﾟ 　→　0.82τ

 65%ﾀｯﾌﾟ 　→　0.652τ

50%ﾀｯﾌﾟ　→　 0.52τ

80%ﾀｯﾌﾟ 　→　0.82τ

  65%ﾀｯﾌﾟ 　→　0.652τ

50%ﾀｯﾌﾟ 　→　0.52τ

－ －

T 3T
80%ﾀｯﾌﾟ　→　 T/0.82

  65%ﾀｯﾌﾟ 　→　T/0.652

50%ﾀｯﾌﾟ　→　 T/0.52

80%ﾀｯﾌﾟ 　→　T/0.82

  65%ﾀｯﾌﾟ 　→　T/0.652

50%ﾀｯﾌﾟ　→　 T/0.52

－

安価 普通 やや高価 やや高価 やや高価 高価

①小容量電動機 ①無負荷始動・軽負荷始動で
きるものに限られる
例：中容量電動機

①Y-Δでは加速が困難なもの
②始動時のｼｮｯｸを防ぎたい
場合
例：大容量のﾎﾟﾝﾌﾟ・ﾌｧﾝなど

①特に始動電流を制限したい
場合
例：大容量のﾎﾟﾝﾌﾟ、ﾌｧﾝ、
     ﾛｰﾄﾞﾍｯﾀﾞ、TBM

①始動時のｼｮｯｸを防ぎたい
場合(※２)
例：ｴﾚﾍﾞｰﾀ、ﾍﾞﾙﾄｺﾝﾍﾞﾔ、
     TBM、ｼｰﾙﾄﾞﾏｼﾝ、
     ｺﾝﾄﾗﾌｧﾝなど

①大容量電動機で始動電流
を抑えたい場合
例：高圧ﾓｰﾀ、ｸﾗｯｼｬ

※１．始動電流は、直入れ始動Isを基準として比較

※２．商用電源運転とｲﾝﾊﾞｰﾀ運転とではﾓｰﾀの特性が異なりますので、始動回路選定の際には御検討願います

始動電流

始動ﾄﾙｸ

設備費用

適用対象

始動時間

①始動用ﾘｱｸﾄﾙのﾀｯﾌﾟにより
調整できる
②ｺﾝﾄﾞﾙﾌｧ始動に比べると始
動電流が大きい

①負荷ﾄﾙｸ特性にﾏｯﾁした加
速ﾄﾙｸを2次抵抗の積み方で
調整でき、ｽﾑｰｽﾞである

①始動ﾄﾙｸが大きい

①始動用変圧器のﾀｯﾌﾟにより
調整できる
②減電圧始動の中では最も小
さくできる

①始動電流を小さくしても始
動ﾄﾙｸはそれほど小さくならな
い
②ﾄﾙｸの増加がやや小さい

①低周波数領域（30Hz以下）
では、モーターの自冷ﾌｧﾝの
効果が少なくなるため、連続で
使用するには負荷ﾄﾙｸを低減
する必要がある
②商用電源運転の場合より小
さくなる

①ﾄﾙｸの増加が少なく、始動ﾄ
ﾙｸが小さい。

①円滑に加速できる
②ﾄﾙｸの増加が大きい
③始動電流を小さく制限する
ほど始動ﾄﾙｸは著しく小さくな
る

減  電  圧  始  動
直入れ始動

①二次抵抗により調整できる

か ご 形 電 動 機

回路構成

①低速回転から起動させるこ
とにより制御できる

①定格電流の6～7倍の始動
電流が発生するので、大きな
電源容量が必要

①始動電流は小さい
②始動電流(ﾄﾙｸ)の調整不可
③全電圧に切り替え時、大き
な突入電流が流れる場合があ
る(ｵｰﾌﾟﾝﾃﾞﾙﾀ)

始動電圧
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